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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号２

　

地
球
に
は
、　

億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

１４

の
水
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
約　

･
５
パ
ー
セ
ン
ト
は
海
水

９７

で
、
淡
水
（
真
水
）
は
約
２
･
５
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
淡
水
の
ほ
と

ん
ど
が
、
北
極
や
南
極
の
氷
で
す
。

　

私
た
ち
が
身
近
に
利
用
で
き
る
水
は
地

球
上
の
水
の
わ
ず
か
０
･　

パ
ー
セ
ン
ト

０１

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
日
常
使
用
し

て
い
る
水
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
な

の
で
す
。
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　生活が便利になり、それに伴い、水道水を使う機器も増えてきました。家庭で一人が１日に使う水の量
は平成18年には300リットルにも及んでいます。
　また家庭での水の使われ方は下記の図のとおりとなります。
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　水道水の水源のほとんどは河川水です。厳しい水質検査や最新の浄水処理だけでなく、水道水の出発地
点である水源の水質保全もとても大切なのです。生ごみ受けに水切り袋を付けたり、なべや皿の汚れは
ペーパーで拭き取る等水を汚さない工夫をしましょう。

　下水道（公共下水道、農業集落排水処理施設、戸別浄化槽）が完成すると、トイレの水洗化や家庭から
の汚水を流すことができます。しかし、せっかくできあがった下水道も、みなさんが接続しなければ生活
環境の改善もできません。下水道が使えるようになった地域の方は、一日も早く下水道へ接続しましょう。
　なお、接続工事にあたっては、常陸大宮市排水設備工事店へ直接お申し込みください。
 （工事店の詳細については下水道課へお問い合わせください。　�53－7250）

◆水源保全の重要性
　常陸大宮市は良質な水源を確保しており、いつでも安全・安心・豊富な水道水を十分にお届けすることが
できます。水源の水質が良好だと、浄水処理の負担も少なく、多大な費用をかけて高度な浄水施設を整備す
る必要もありません。

■問い合わせ先■　水 道 課　�５２－０４２７　下水道課　�５３－７２５０
各総合支所経済建設課　　山　方　�５７－６８１３　　美　和　�５８－３８５２

緒　川　�５６－３９９４　　御前山　�５５－２１１５

"汚れのもと"を流した場合、魚が住める水質にするためにはたくさんの水を必要とします。
資料：東京都環境局　※は国立環境研究所資料

　トイレや台所、お風
呂などの汚水は、きれ
いにしてから流すた
め、川や海などをよご
さず、美しい自然を守
ります。

　水洗トイレが使える
ようになり、幼いお子
さんやお年寄りも安心
して清潔で快適な生活
ができます。

★下水道使用時の注意★下水道使用時の注意
野菜くずやご飯の残り、天ぷら油などの廃油を流さない。

ガソリン・シンナーなどの危険物は、爆発を起こす原因となるので流さない。

トイレットペーパー以外の紙や異物を流さない。

マンホールはむやみに開けない。土砂や廃油、木片などを捨てない。
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
平
成　

年
４
月
か
ら
一
部
施
行
さ

２０

れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
実
質
的
な
赤
字
や
将
来
負
担
等
に

係
る
指
標
（「
健
全
化
判
断
比
率
」）
と
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
率
（「
資
金
不
足
比
率
」）

を
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
該
比
率
に
応
じ
て
、
地
方

公
共
団
体
が
財
政
の
早
期
健
全
化
と
財
政
の
再
生
、
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
は
、
当
該
計
画
の
実
施
の
促
進
を
図
る

た
め
の
行
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
役

立
て
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　常陸大宮市の平成１９年度の健全化判断比率・資金不足

比率は以下のとおりです。

　いずれの比率についても、国の定める基準である早期

健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超える数

値はなく、財政状況は健全な状態にあるといえます。

�������	
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経営健全化基準資金不足比率会　　計　　名

２０．００％

－上 水 道 事 業 会 計

－簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

－公共下水道事業特別会計

－農業集落排水事業特別会計

－戸別浄化槽整備事業特別会計

－宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。　

�������	
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�

財政再生基準早期健全化基準健全化判断比率区　　　分

２０．００％　１２．８３％－実 質 赤 字 比 率

４０．００％　１７．８３％－連結実質赤字比率

３５．００％　２５．００％　１４．７０％実 質 公 債 比 率

３５０．００％１３３．１０％将 来 負 担 率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
　なお、実質収支は４．９億円（３．４％）の黒字、連結実質収支は９．０億円（６．３％）の黒字です。
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　公営企業の経営状況を、公営企業の財政規模である料金収入の規模と比較した
ものです。

　この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消するのが難しくなりますので、公営企業として経営
に問題があることになります。
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　地方公共団体の一般会計の借入金（市債）や将来支払っていく可能性のある現
時点での負担を標準財政規模と比較したものです。

　地方公共団体の一般会計が将来支払っていく負債には、地方公共団体の長期の借入金である一般会計の地
方債残高のほか、公営企業等の他会計の地方債残高のうち一般会計が負担するもの、また、近隣市町村との
組合により整備したゴミ処理施設に係る地方債のうちその団体の負担分などがあります。
　土地開発公社の負債や第三セクターの負債のうち地方公共団体がその損失の補償をする契約しているもの
についても、公社や第三セクターの経営状況によっては、将来負担しなくてはならないこともありえます。
　この比率が高い場合、将来こうした負担額を実際に支払っていかなければなりませんので、今後の財政運
営が圧迫されるなど問題が生じる可能性が高いと言えます。
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　実質的な公債費を算出し、標準財政規模と比較して指標化した３カ年の平均値
です。

　一般会計の公債費は、一般会計の義務的な負担になりますが、公営企業等ほかの会計の公債費に対して一
般会計から繰り出す経費もあります。また、近隣市町村との組合により整備したゴミ処理施設に係る負担金
なども一般会計の義務的な負担となります。このため、こうした公債費に準じた経費も公債費に加算します。
この比率が高まるほど、財政の弾力性が低下し、他の経費を節減しないと赤字団体に転落する可能性が高ま
ります。
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　すべての会計の赤字と黒字を合算して、その団体としての全体の資金の不足の
程度を把握するため、標準財源規模と比較したものです。

　地方公共団体の会計は、地方税を主な財源とし、福祉、教育、まちづくりなどを行う行政サービスを行う
一般会計の他に、料金収入等を主な財源として事業を実施している水道や下水道といった公営企業など複数
の会計に分かれています。
　一般会計が黒字でも別の会計に赤字が多くあれば、その団体全体として見たときの財政状況がいいとは言
えません。
　例えば、料金収入を財源として独立採算で行っている事業（例：水道や下水道などの公営企業）の赤字額
はその事業の経営努力と料金収入で解消することが原則ですが、料金収入等で解消できなければ、地方公共
団体としてその赤字に対処しなければならず、一般会計にも大きな影響を与えることとなります。
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　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計等（一般会計、公
営墓地特別会計、那珂地方公平委員会特別会計、温泉事業特別会計）の赤字額を
標準財政規模（地方公共団体が標準的に収入しうる市税などの一般財源の規模）
と比較したものです。

　毎年４月に始まり３月に終わる地方公共団体の歳出は、歳入の範囲内で行うことが原則となっており、歳
入が不足し赤字が生じることは望ましくありません。解消できない赤字は翌年度に繰り越されることにな
り、翌年度において、その分の歳入の確保または歳出削減ができなければさらに繰り越されることになり、
赤字額は累積していくことになります。

����������　本庁　財政課　財政グループ　�５２－１１１１（内線３７５）
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事　業　費事　　　業　　　名
５，８８２万円市内循環交通システム事業
３７３万円市民憲章・市の花木鳥制定事業
６４４万円水郡線活性化のための市民列車運行事業
３，７３８万円オカリナの森整備事業
２，８３６万円防犯対策事業

４億５，３４７万円障害者自立支援給付・地域生活支援事業
６億７，２６７万円民間保育園管理費（保育所入所委託事業）
１億２，９０９万円児童扶養手当支給事業
７，００６万円放課後児童健全育成・延長・一時・休日保育等促進事業
１，９９５万円児童厚生施設等（放課後児童クラブ）整備事業
３億６４５万円児童手当支給事業
２，５２５万円高齢者福祉タクシー事業

３億８，２２１万円生活保護扶助事業
１億５，０８２万円健康づくり推進事業（老人保健・母子保健・予防接種）

２３０万円住宅太陽光発電システム設置助成事業
７５６万円二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器導入助成事業

１億９，０７０万円農道整備事業（土地改良・基盤整備・ふるさと農道）
５，０１６万円数量調整円滑化推進事業
２，６０８万円木造住宅建設助成事業

１億３，８９５万円林道整備事業
４，９９３万円商工業振興事業（自治金融預託金含む）
４５７万円宮の郷工業団地企業誘致の推進
４，８６３万円観光振興対策事業

９億５，６４７万円市道整備事業
１億１，３５１万円消防施設等整備事業（防火水槽・消防ポンプ車等）
２，２８８万円中学生海外派遣事業
６９２万円教育支援センター事業

２億７，７２９万円（仮称）御前山小学校建設事業
４，８２１万円小中学校英語指導員等配置事業
２，１６７万円小中学校ＴＴ特別配置事業
３，５８２万円青少年育成事業費
１，２４５万円ふれあいの船体験事業

４億７，６８９万円給食センター運営事業
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平
成　

年
度
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
や
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴
う
地
方
特
例
交
付

１９

金
の
減
、
ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
る
市

税
の
増
や
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
及
び
市
債
等
の
活
用
に
よ
り
所
要
の
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。
歳
出
に
つ

い
て
は
、（
仮
称
）
御
前
山
小
学
校
建
設
事
業
や
オ
カ
リ
ナ
の
森
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
所
期
の
目
的

達
成
に
向
け
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
２
１
５
億
６ ,
９
７
２
万
１
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
２
１
０
億
８ ,
３
７
２
万
６
千
円
で
、
歳

入
と
歳
出
の
決
算
額
に
は
４
億
８ ,
５
９
９
万
５
千
円
の
差
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成　

年
度
に
完
了
し
な

１９

か
っ
た
事
業
（
繰
越
事
業
）
に
あ
て
る
財
源
３ ,
３
６
７
万
８
千
円
を
除
い
た
４
億
５ ,
２
３
１
万
７
千
円
は
、

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
へ
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

２０
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号７
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差　引　額歳　　　出歳　　　入区　　　　　分

４億８，５９９万５千円２１０億８，３７２万６千円２１５億６，９７２万１千円一　般　会　計

２，５２０万１千円４８億８，３１８万１千円４９億８３８万２千円事 業 勘 定国民健
康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

１，０２７万５千円２億１，７９２万５千円２億２，８２０万円診療施設勘定

１億１，８７１万円４９億６，１９４万４千円５０億８，０６５万４千円老 人 保 健

２，８９４万２千円７億３，８３５万７千円７億６，７２９万９千円公 共 下 水 道 事 業

３，２３７万５千円４１６万２千円３，６５３万７千円公 営 墓 地

４，２３０万５千円１１億８，６９０万円１２億２，９２０万５千円農業集落排水事業

１，０６０万９千円３２億４，２５２万９千円３２億５，３１３万８千円介 護 保 険

６，９７４万６千円９億２，９１０万５千円９億９，８８５万１千円簡 易 水 道 事 業

６１万８千円４，３１３万２千円４，３７５万円宅 地 造 成 事 業

６９３万８千円５，６７２万３千円６，３６６万１千円戸別浄化槽整備事業

４５万２千円１０万６千円５５万８千円那珂地方公平委員会

２７０万５千円２億４，５０６万５千円２億４，７７７万円温 泉 事 業

２，９６９万１千円６億６，６５６万５千円６億９，６２５万６千円水道事業収益的収支企業
会計 △６億８２０万円８億８，８７２万５千円２億８，０５２万５千円水道事業資本的収支（※）

２億５，６３６万２千円３９１億４，８１４万５千円３９４億４５０万７千円総　　合　　計

※水道事業資本的収支の歳入が歳出に不足する６億８２０万円は、過年度分損益勘定留保資金３億
３，６４５万１千円、当年度分消費税資本的収支調整額８１１万５千円、当年度分損益勘定留保資金１億
８，７６３万４千円及び繰越利益剰余金処分額７，６００万円で補てんしました。

�������	
��
��������	
	���
※市民１人当たりの金額は、
住民基本台帳人口４７，９１４人
（H２０．３．３１現在）で算出して
います。

���� ���	
��


高齢者・障害者福祉
対策や医療福祉費、
児童手当など

���� ���	�
�

建設事業等で借入れ
た市債の償還金

���� ���	
��

税金の賦課収納、戸
籍や住民登録、選挙
経費など

���� ���	
��

義務教育施設の整備
や公民館・図書館の
運営経費など

���� ���	

�

市道の整備･補修や
市営住宅の整備・維
持管理経費など

���� ���	
��

予防接種や各種検
診、環境対策、ごみ
処理事業など

������� 	
��

�

農林水産業の振興、
農道・林道の整備経
費など

���� ���	
��

常備・非常備消防活
動費、消防施設の整
備、災害対策経費など

���� ����	
�

議会費、商工費、労
働費、基金積立金の
経費など

�������	
��
��

����



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号８
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市
長
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
決
算

　

ほ
か
各
特
別
会
計
及
び
事
業
会
計
決
算

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
常
陸

大
宮
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
公
益
法
人
等
へ
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
及
び
常
陸
大
宮
市
特
別
会
計
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
及

市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議

２０

会
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら　

日
２４

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例

会
で
は
、
次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
及
び
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

・　
１０

１２

日
、
敬
老
の
日

を
前
に
、市
長
、

副
市
長
、
保
健

福
祉
部
長
が
、

１
０
０
歳
以
上

の
ご
長
寿
の
方

を
訪
問
し
、
市

及
び
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら

祝
い
金
や
記
念
品
を
贈
り
、
ま
た
、
今
年
度

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
、
内
閣
総

総
理
大
臣
と
県
知
事
の
褒
状
・
記
念
品
を
贈

り
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

市
内
最
高
齢
の
小
野�
く
に
さ
ん
は
以
前

よ
り
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
と
は
い
う
も

の
の
お
元
気
で
、
暗
記
し
て
い
る
百
人
一
首

を
詠
ん
で
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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����������������
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さ
ら
に
、
市
内
各
地
域
で
は
長
寿
の
方
を

お
招
き
し
て
お
祝
い
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の　

歳
以
上
の
人

６５

口
は
１
３�
３
２
０
人
で
１
０
０
歳
以
上
の

方
は
男
性
４
人
、
女
性　

人
の
合
計　

人
で

１９

２３

す
。
昨
年
よ
り
５
人
増
え
ま
し
た
。

����������

び
常
陸
大
宮
市
法
定
外
公
共
物
の
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
常
陸
大
宮
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ほ
か
特
別
会
計
（
６
会
計
）
補
正
予
算

人
事
案
件

※
敬
称
略

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

・
平
塚　
　

彰
（
高
部
）

・
石
川　

博
保
（
長
倉
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
長
山　
　

徹
（
小
舟
）

そ
の
他

○
常
陸
大
宮
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変

更
に
つ
い
て

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

○
大
字
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

報　
　

告

○
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い

１９

て
○
平
成　

年
度
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

１９

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算

19

平
成　

年
度
補
正
予
算

20

氏　　名（地区）年齢

小野�　く　に（山方）
平　澤　フ　テ（鷲子）
�　田　キ　ノ（檜山）
藤　�　き　く（下檜沢）
鴨志田　モ　ト（田子内町）
小　林　き　よ（鷹巣）
鹿　島　　　一（野上）
竹　内　ミ　ネ（大岩）
軍　司　　　渡（野口）
内　田　セ　イ（上小瀬）
�　野　サ　キ（野口平）
小　室　　　悦（下檜沢）
君　島　と　し（野口）
齋　藤　キ　ヨ（鷲子）
�　澤　　　節（諸沢）
神　長　�　次（西野内）
栗　田　ふ　み（上町）
桑　名　ト　ミ（上小瀬）
相　田　フ　ヂ（中富町）
小　室　春　吉（鷹巣）
�　田　モ　ト（上小瀬）
五味渕　サ　ク（野田）
坪　井　け　さ（野上）

１０３
１０３
１０３
１０２
１０２
１０１
１０１
１０１
１０１
１０１
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

（平成２０年９月１日現在・敬称略）

市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号９
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近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
個
人
的
な
相
談
を

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
す
ぐ
対
応
課　
�
　

－

 
４  
９  
１  
９ 

す 

ぐ 

い 

く

５２
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９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ

２１

３０

１０

た
り
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
は
、
緒
川
地
域
の
物
産
セ
ン

１９

タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
前
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

小
瀬
高
生
が
交
通
安
全
を
願
い
、
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
　

月
１
日
、
す
ぐ
対
応
課
の
発
足
式
が
行

１０
わ
れ
、
７
人
の
課
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
す
ぐ
対
応
課
」
の
名
づ
け
親
賞
の

篠
田
輝
子
さ
ん
、
市
長
賞
の
横
山
富
子
さ

ん
、
長
山
則
子
さ
ん
へ
賞
状
等
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

業
務
の
内
容
は
、
道
路
の
舗
装
穴
補
修

や
、
ス
ズ
メ
蜂
の
巣
除
去
な
ど
、
緊
急
に
処

理
が
必
要
な
も
の
で
す
。
す
ぐ
に
対
応
す
る

の
が
困
難
な
場
合
に
は
、
関
係
機
関
と
連
絡

調
整
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
ぐ
対
応
課
で
対
応
で
き
る
範
囲

に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
民
地
の
問
題
や
、
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９
月　

日
、
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学

２５

習
が
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
で

行
わ
れ
、
美
和
中
学
校
の
３
年
生　

人
が
参

３３

加
し
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
れ
た
の
は
「
赤

ち
ゃ
ん
教
室
」
の
参
加
者
で
、　

カ
月
の
赤

１１

ち
ゃ
ん
８
人
で
す
。

　

ま
た
、
９
月　

日
に
は
ふ
れ
あ
い
体
験
に

１６

先
立
ち
、
事
前
学
習
が
行
わ
れ
、
体
に
重
さ

約　

キ
ロ
の
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
装
着

１０
し
て
妊
婦
の
状
態
を
体
験
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の

人
形
で
、
お
む
つ
交
換
や
抱
っ
こ
の
練
習
を

し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
抱
っ
こ
し

た
り
あ
や
し
た
り
、
愛
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
と

の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

人
事
異
動
【
平
成　

年　

月
１
日
付
】

２０

１０

●
市
民
部

部
長
兼
市
民
課
長
・
菊
池
正
男

す
ぐ
対
応
課
長
・
宮
本
正
詞

▲市長も小瀬高生と一緒に呼びかけ
を行いました

▲所属する部活の服装で呼びかけ
を行う小瀬高生

いいっっししょょににままちちづづくくりり

※市と茨城大学とは相互に連携協力して「豊かな自然と調
和した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取
組んでいます。

　茨城大学地域経済論ゼ
ミナールに所属し、中心
市街地活性化やまちづく
りについて実際の現場に
参加し、まちの現状につ
いて多角的な視点から捉
えるように努力してい
ます。
　卒業論文では、常陸大
宮市が豊島区と連携を図っていることから、「都
市農村交流の展開と団塊の世代」について、常陸
大宮市の可能性を探ろうと思います。
　８月23日に行われたあきない組による「盆踊
り」のお手伝いもさせていただきました。このよ
うなイベントを機会に住民と私たち学生が常陸大
宮市を知ることが、今後のまちづくりにつながる
と思いました。イベントでどのように常陸大宮市
の魅力を伝え、来てくれた方々に何を訴えること
ができるかという点が課題です。

－盆踊りでは司会を担当－

～常陸大宮市のまちづくりについて卒論執筆中～
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８
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、（
財
） 日

２８

３１

本
卓
球
協
会
主
催
の
「
第　

回
全
日
本
ク
ラ

２７

ブ
卓
球
選
手
権
大
会
」
が　

チ
ー
ム
が
参
加

３８

し
、
神
戸
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

茨
城
県
か
ら
は
常
陸
大
宮
市
の
球
友
ク
ラ

ブ　

が
女
子
小
中
学
生
の
部
に
出
場
し
、
第

Jr
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
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悪質商法による被害から高齢者を守るために

�問い合わせ先�
茨城県消費生活センター　　　　　　　　　　　　�０２９－２２５－６４４５
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内）　�５２－２１８５（直通）

　高齢者は、健康やお金・孤独などの不安を抱えていると言われています。

　悪質業者は言葉巧みにこれらの不安をあおり、優しい言葉で近寄り、貴重な財産を狙っています。

　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあ
いの会では、毎月シートベルト着用調査を山方宿駅
前で実施しています。������������������������������������������������������������������������������������												
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��

※
右
か
ら
桑
名
芽
依
さ
ん
（
大
宮
西
小
６
年
）、
小
室

彩
さ
ん
（
美
和
中
１
年
）、
助
川
実
咲
さ
ん
（
大

宮
中
２
年
）、
寺
門
春
奈
さ
ん
（
大
宮
西
小
４
年
）

　周囲の方々からの消費生活センターへの相談をきっかけに、問題が解決することもあります。気にな

ることがあれば、消費生活センターへご相談ください。

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数着用率（％）着 用 数台 数

96.820921684.2161998.0193197７月１日

95.117518488.9161895.8159166８月１日

92.019521282.8242994.0171182９月２日

◎７～９月調査分

①扉を開ける前に「会社名、要件」をよく確かめる。
②呼び出されても行かない。うまい話には要注意。
③いらない物を勧められたら、はっきり断る。
④その場で決めずに誰かに相談する。
⑤高齢者に接する人は、日頃から高齢者の様子に気を配る。

被害にあわないために

～悪質業者は高齢者を狙っています！～
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　常陸大宮市教育委員会主催の「平成２０年度市お父さんソフトボール・ママさんバレーボール大会」が行われました。
お父さんソフトボールは９月７日に御前山運動公園グランドで開催され１０チームが参加、ママさんバレーボールは８
月３１日に御前山トレーニングセンターで開催され８チームが参加しました。結果は次のとおりです。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�������	�
��
　９月７日、西部総合公園を会場に市テニス連盟（蝦名
とも子会長）主催の「第４回初心者・シニアテニス大
会」が行われました。初心者一般の部９ペア、シニア
男子の部８ペア、シニア女子の部４ペアが参加し、結
果は次のとおりです。

初心者一般の部
　優　勝　　梶　美穂子・古徳　和代ペア
　準優勝　　片野　良平・内田　春美ペア
シニア男子の部
　優　勝　　貝　　　功・菊池　　悟ペア
　準優勝　　松本三千男・菊池　修平ペア
シニア女子の部
　優　勝　　小橋　廣子・沢畠みえ子ペア
　準優勝　　安野　洋子・中村　和代ペア

�������	
��
������������

▲優勝した若林桜台インパルスの皆さん

▲大会に参加した皆さん

敬称略

お父さんソフトボール
　優　勝　若林桜台インパルス（大宮地域）
　準優勝　村石体協（大宮地域）
　第３位　盛　　和（山方地域）
　第３位　小舟スポーツクラブ（緒川地域）

ママさんバレーボール
　優　勝　村石体協（大宮地域）
　準優勝　小舟ミラクル（緒川地域）
　第３位　大場VC（大宮地域）
　第３位　美和ママさんバレーボール（美和地域）

▲優勝した村石体協の皆さん
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　扇風機、電気ストーブなどの季節的に使用する電
気器具は、毎年使用する前に必ず点検をしましょう。
　また、使用中に普段と違った音や動きに気づいた
ときは、すぐに使用をやめ、コンセントから差込プ
ラグを抜いて、専門の業者に点検をしてもらいま
しょう。
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　電気器具を本来の用途以外に使用した場合、器具
に負荷がかかり、その結果、過熱して火災になるこ
とがあります。取扱い説明書をよく読み、機能を十
分理解した上で正しく使いましょう。
　また、ヘアードライヤーなどは、スイッチを切り
忘れたり、意図せずに、はずみなどでスイッチが入っ
たりした状態で放置すると
火災の原因となります。使
わないときは、機器のス
イッチを切るだけではなく
差込プラグをコンセントか
ら抜いておきましょう。
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　家電製品やOA機器の普及により、数多くの電気器
具を使用するようになりました。
　このため、コンセントが不足することもあり、タ
コ足配線になりがちです。コンセントの電気の許容
量を超えて電気器具を使用するとコンセントが過熱
し、火災になることもあるので、タコ足配線は絶対
にやめましょう。
　また、プラグにほこりや湿気等が付着したまま長
い間放置しておくと、プラグの両刃間に電気が流れ、
ショートして火災になることがあります（トラッキ
ング火災）。長期間使用しない電気器具のプラグは
コンセントから抜き、掃除の時にプラグに付着した
ほこりなどを取り除くようにしましょう。
　さらに、傷ついたコードを使用したり、束ねた状
態や重い物が載った状態にあったりすると、その部
分に負荷がかかり、断線して、出火する可能性があ
りますので大変危険です。
　傷んだコードは早めに交換し、重い物を載せたり、
束ねた状態での使用はやめましょう。
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　電気器具は便利なものですが、使用

者の取扱いの不注意や誤った使用方法

から火災となる場合があります。

 （左図参照）

　平成１８年の火災件数は全国で５万３，２７６件となっており、その
うち電気火災の件数は７，３１６件で全体の１３．７％を占めている。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																															

����������

��������������		



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号１４

 問い合わせ先 　第２３回国民文化祭常陸大宮市実行委員会事務局（生涯学習課国民文化祭推進グループ）
�５２－１１１１　内線３４６　　FAX　５２－６５０２
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号１５
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コーヒーカップ
相澤　登美雄
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１０回×３セット

①ゆっくりと息を吸いながら、腕を前方
に肩と水平な位置まで持ち上げます。

②息を吐きながら、腕を元の位置に戻し
ます。

※５００g（５００ccペットボトル）～１kgの物
を持ちながら行うとより効果的です。

本朱溜塗膳
木村　利男

ワイングラス
木村　榮

ひなまつり
三次　数子

富嶽３６景
木村　あや子

寶　船
木村　みさほ



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号１６

九
郎
」
を

名
乗
っ
て

い
た
よ
う

で
す
。
注

目
す
べ
き

史
料
と
し

て
は
、
秋

田
城
下
の

家
臣
の
居

住
地
、
寺

社
の
所
在

地
の
書
上
帳
が
あ
り
ま
す
。
縦
９�
、
横

　
�
と
い
う
小
さ
な
帳
面
で
す
が
、
合
計

２２で
一
六
〇
〇
人
余
の
家
臣
名
と
寺
社
名
、

そ
の
居
住
地
の
町
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
南
秋
田
郡
広
山
田
村
大

字
楢
山
の
地
が
明
治
三
十
八
年
に
秋
田
市

に
編
入
さ
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
地
籍
図
は

縦
１
０
３�
、
横　
�
の
彩
色
図
で
、
区

５８

画
ご
と
に
地
番
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
乱
の
世
を
経
て
、
平
和
な
時
代
を
秋

田
で
過
ご
し
な
が
ら
、
由
緒
の
地
で
あ
る

常
陸
を
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
御
城
展
望
台
一
階
展

示
室
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
閲
覧
業

務
は
し
て
い
ま
せ
ん
）。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

�
　

－

１
４
５
０

５２

　

御
城
展
望
台
の
一

階
に
は
、
当
地
に
ゆ

か
り
の
あ
る
山
方
氏

の
子
孫
が
江
戸
時
代

に
秋
田
に
移
っ
て
か

ら
の
足
跡
を
記
録
し

た
史
料
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
六

十
三
年
に
御
城
展
望

台
が
作
ら
れ
た
の
を

記
念
し
て
、
山
方
氏

の
子
孫
の
方
々
（
山

方
啓
生
氏
・
定
和
氏
・
泰
久
氏
）
か
ら
寄

付
金
や
寄
託
史
料
が
当
時
の
山
方
町
に
寄

せ
ら
れ
実
現
し
た
も
の
で
す
。

�
�
�
���
�
	

　

山
方
氏
の
常
陸
へ
の
定
着
は
、
応
永
十

四
（
一
四
〇
七
）
年
、
山
方
盛
利
が
、
幼

少
の
主
上
杉

竜
保
丸
の
付

人
と
し
て
来

国
し
た
の
が

始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。
以
後
山

方
氏
は
多
く

の
家
に
分
か

れ
、
主
家
佐

竹
氏
と
そ
の

支
族
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
い
つ
山
方
に
入
部
し
て
ど

の
よ
う
な
支
配
を
行
っ
た
の
か
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
、
佐
竹
氏
が

秋
田
へ
国
替
え
に
な
る
と
、
家
臣
た
ち
は

秋
田
へ
従
う
者
と
、
常
陸
に
土
着
す
る
者

と
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
山
方 
宗 そう

 
家 
は
八
代
（
一
説
に
七
代
） 
重  
泰 
が
当
主

け 

し
げ 
や
す

で
、
分
家
筋
十
余
家
と
と
も
に
秋
田
へ
随

行
し
ま
し
た
。
常
陸
に
残
っ
た
山
方
家
は

わ
ず
か
一
家
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
（
金
子
一
夫
「
山
方
と
山
方
氏
」『
山

方
の
歴
史
散
歩
』六
号
）。
秋
田
移
住
後
の

山
方
氏
宗
家
は
、
数
代
の
当
主
を
除
い
て

ほ
ぼ
代
々
、
国
老
（
家
老
）
や
寺
社
奉
行
、

評
定
奉
行
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
秋

田
佐
竹
藩
の
重
臣
と
い
え
ま
す
。
山
方
館

に
史
料
を
寄
託
さ
れ
て
い
る
の
は
、
秋
田

に
従
い
、
江
戸
時
代
を
秋
田
藩
士
と
し
て

生
き
た
複
数
の
分
家
の
う
ち
の
二
軒
の
山

方
家
で
す
。

 （
一
）
山
方
定
和
家
文
書

　

同
家
は
現
在
東
京
都
に
在
住
し
て
い
ま

す
。
寄
託
史
料
は
二
十
七
点
で
、
系
図
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
の
領
地
判
物
、 
裃 
の

か
み
し
も

拝
領
目
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
山
方
宗
家

七
代
（
一
説
に
六
代
）
の
治
部
左
衛
門
篤

定
の
甥
で
あ
る
定
忠
の
二
男
定
永
（
寛
永

十
一
年
（
一
六
三
四
）
生
）
が
秋
田
藩
二

代
藩
主
佐
竹
義
隆
に
仕
え
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
、
代
々
大
御
番
組
勤
め
で
し

た
。
こ
の
う
ち
定
永
か
ら
数
え
て
七
代
目

の 
源  
吾  
定  
師 
（
安
永
元
年
（
一
七
二
二
）

げ
ん 
ご 
さ
だ 
の
り

生
）
の
手
に
な
る
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
定
師
の
代
に
、
そ
れ
ま
で
の
先

祖
書
、
由
緒
書
を
整
理
し
な
お
し
た
ら
し

く
、
草
稿
も
含
め
る
と
五
冊
の
系
図
が

残
っ
て
い
ま
す
。
定
師
は
代
々
の
当
主
に

つ
い
て
の
伝
記
を
ま
と
め
た
「
山
方
氏
家

宝
記
」
と
い
う
書
物
も
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
月
の
御
用
始
の
際
に
、
政
務
所

で
藩
主
か
ら
賜
っ
た 
熨  
斗 
に
は
実
際
に
中

の 

し

に 
熨  
斗  
鮑 
が
入
っ
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い

の 

し 
あ
わ
び

ま
し
た
。
文
化
年
間
か
ら
天
保
年
間
の
も

の
ま
で
六

点
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ

年
月
日
と

下
賜
さ
れ

た
場
所
が

記
さ
れ
て

い
ま
す
。

 （
二
）
山
方
泰
久
家
文
書

　

同
家
は
現
在
福
島
市
に
在
住
、
寄
託
史

料
は
二
十
八
点
あ
り
ま
す
。

　

山
方
家
の
先
祖
に
つ
い
て
記
し
た
「
山

方
□
右
衛
門
四
男
分
流
系
図
」に
よ
れ
ば
、

山
方
泰
久
家
は
、
山
方
宗
家
八
代
（
一
説

に
七
代
） 
能  
登  
守 
重
泰
の
二
男
貞
直
の
四

の 
と
の 
か
み

男
泰
則
（
生
年
月
日
不
詳
）
に
始
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
代
藩
主
佐
竹
義
隆
に

坊
主
小
姓
と
し
て
仕
え
、
そ
の
後
は
大
御

番
組
勤
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

中
期
の
禄
高
は
十
一
石
二
斗
八
升
余
で
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
代
「々
清
之
進
」、 「
清

〈
参
考
文
献
〉
常
陸
太
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
佐

竹
家
臣
系
譜
』・『
秋
田
武
鑑
』・
金
子
一
夫
氏
に
よ
る

山
方
氏
の
諸
論
考
（『
山
方
町
の
歴
史
散
歩
』
一
〜
七

号
）

�
�
�
��
�
�

▲御城展望台での展示

▲山方氏家宝記

▲広山田村大字楢山地籍図



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１０月号１７

�������

�

�������

�������������

��������������

��������������

��

�������	
���
� �����

�������	
�� 
���������

������ �	
�

��������	
���
 ����������

�������	
� �
����

�������	 
��

������� 	
�

�������	 
��


���������	
 ��


������ �	
�

� � �

� � �� � ��

�������	
��
��� ����

�������	
��
�� ���

�������	
� �
�

�������	
����
 ��

�������	
� �
�

�������	�
��
� ���

��������	
��
����������������

��������	
��
���������������

��������	
�������������	���
	���
	��	���
����

����������������
�������	
��

���������
��������	
��������	


�美和かわせみの会のおはなし会�����������
�ロゼのつどいのおはなし会������������	
�どんどんちっちのおはなし会������������	
�めばえの会のおはなし会�������������	

�はみんぐばあどのおはなし会������������	
�ピピキキのおはなし会��������������	
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�本�雑誌のリサイクル市
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上小瀬在住
長山雅明さん・由美子さんご夫妻

再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（９月１日現在・推計常住者）　総人口４６，４７４人（男２２，７２４人、女２３，７５０人）　世帯数１６，２９０世帯

 「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008
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　性別を問わず様々な分野について学ぶことで、一人ひとりが活き活きと生活して
いけるよう、２つの講座を開催しました。

　大宮警察署刑事・生活安全課の櫻井警部補をお招きし、横行する悪質な訪問販売
や振り込め詐欺、空き巣などについてその実態や防止策などを、市の実際の犯罪状
況などを交えながらお話しいただきました。

　照山久美子先生のお話し、大変参考になりました。これからの生
活に活かせる事と思います。サクセスフルエイジング（うまく年を
とる）していけそうです。

◇講座に参加して　　齋藤　君枝さん（田子内町）

　今年７月に息子を思わせる振り込め詐欺の電話が２回ありました。おかしいと感じたので相手のペー
スに乗らず、自分を失わずに話しを進めていると相手が黙って電話を切りました。
　振り込めの要求には「すぐに振り込まない。警察や知り合い等に相談する」とのことでした。これか
らも気をつけたいと思いました。

◇講座に参加して　　瀧　勲さん（宇留野）

　心理相談員の照山久美子先生をお招きし、「これからの生活を豊かに生きるための子ども世代との付き合い方」を
テーマにお話しいただきました。キーワードは「サクセスフルエイジング（うまく年をとる）」。
　祖父母が孫育てに関わる事は子育て術や文化の伝承、家庭内の安定などメリットがたくさん。そのメリットを活
かすためには子世代と心理的距離を取り、まずは自分の人生を楽しむことが大切と
のことでした。

 「育児に活かそう！じい・ばあの力」　－９月８日－

 「安心して暮らすための防犯心得」　－８月24日－


